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か
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成長の軌跡を刻む冬

令和 7年玉川村二十歳を祝う会玉川村消防団：消防出初め式

玉川中学校

歳を祝う会玉川村二十歳歳を祝う令和 7年玉令令和 7年玉玉川村消防 消防出初め式玉川村消 式式

ぼくらも学んでますぼくらも学んでます Let's think!Let's think!

みんなから心を込めて！みんなから心を込めて！

心ひとつに防災を誓う心ひとつに防災を誓う 新時代、それぞれの未来へ新時代、それぞれの未来へ

燃料（炭焼き）製造挑戦だ！燃料（炭焼き）製造挑戦だ！

須 小学校

玉川第一小学校 : 出前講座
　　　　　　　（遊水地の整備について）

認定こども園たまかわクックの森
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審議議案と各議員の賛否　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成のため、個別の賛否は省略しました。

議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第65号 村長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決
期末手当の支給率を引き上げる改正

議案第66号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 可決

議案第67号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決
令和６年度福島県人事委員会勧告
に準じ、給料表、期末・勤勉手当、
扶養手当等の改正

議案第68号 農用地開発公団事業負担金等徴収条例を廃止する条例 可決 農用地開発公団事業負担金等の徴
収事務完了による条例廃止

議案第69号 令和６年度一般会計補正予算（第４号） 可決
４ページに記載。
歳入歳出それぞれ 9,263 万円を追
加し、予算総額を 51 億 4,333 万
円とする。

議案第70号 令和６年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
４ページに記載。
歳出のみの補正。基金積立金を減
額し、保険給付費、地域支援事業
費、諸支出金を増額する。

議案第71号 令和６年度上水道事業会計補正予算（第２号） 可決
収益的支出のみの補正。水道事業
費用のうちの営業費用における所
要額を補正する。

議案第72号 令和６年度農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 可決
収益的収入支出それぞれ 1,038 万
円を追加し、予算総額を１億 8,927
万円とする。

玉川村議会 12月定例会

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか 12月定例会の傍聴人数　3人（令和６年累計傍聴人数120人）

次回の定例会は３月上旬を予定

議会広報編集特別委員会では、さまざまな研修を通して、読んでいただける、読みやすい紙面づくり
に取り組んでまいりました。
議会だよりを通じて、村民の皆さんが村政を身近なものに感じていただけるよう、内容の見直しを行
なっています。

議会だよりに
ご意見ご感想をお寄せください

これまでの一般質問のページは、通告したすべての質問と、可能な
限りの質疑を掲載してまいりました。
各議員が一般質問を通して訴えたかったことを、村民の皆さんに
も分かりやすく伝えられるように、読みやすさや見やすさを重視
して変更しました。

変更点
●質問通告書とは異なる質問タイトルへ変更
●「質問へ込めた想い」「振り返って」を追加
●議員が指定し、重点質問に絞って掲載することも可能

議会だよりに掲載していないすべての質問詳細は、「玉川村議会 
会議録」で検索してご覧いただけます。
（会議録公開までは期間を要します）

今号から一般質問ページが変わります！

けるる、読、読みやみやすいすい紙面紙面づくづくりり議会議会広報広報編集編集特別特別委員委員会で会では

読んでいただける議会広報へ

紙面の活性化や、議会活動をご理解をい
ただけるよう、議会だよりへのご意見や
ご感想を常時募集いたします。

皆さんのご意見・ご感想は議会だよりの
評価と捉えて、今後の参考にさせていた
だきます！

QRコードを
読み取ってください。



令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

あらまし

玉
川
村
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月
６
日
か
ら
12

日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
８
件
を
審
議
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

２
日
間
に
分
け
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

令
和
６
年
度
玉
川
村

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

林
議
員

介
護
予
防
住

宅
改
修
費
51
万
円
は
何
件
分

で
い
く
ら
か
。
ま
た
上
限
は

あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
要
支
援

者
、
要
介
護
者
を
対
象
。
上

限
20
万
円
ま
で
の
住
宅
改
修

費
用
の
補
助
。
１
件
10
万
円

で
５
件
と
し
て
予
算
に
計
上

し
た
。

林
議
員

過
年
度
分
に

係
る
保
険
料
払
戻
金
１
万
円

は
何
人
分
か
。

健
康
福
祉
課
長

所
得
の

確
定
に
よ
り
仮
徴
収
し
て
い

た
部
分
の
還
付
金
で
、
13
人

を
予
定
し
て
い
る
。

林
議
員

社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
工
事
３

３
０
７
万
円
の
工
事
箇
所
は
。

地
域
整
備
課
長

中

17

号
線
と
南

50
号
線
の
２

箇
所
。

円
谷
議
員

社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
得
る
た
め

の
、
社
会
資
本
総
合
整
備
計

画
は
、
毎
年
作
成
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
要
望
額
に
対

し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
の
交
付
金

が
あ
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長

整
備
計
画

は
、
５
年
に
一
度
見
直
し
を
か

議
案
第
70
号

議
案
第
69
号

け
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
。
当
初
２
路
線
で
１
億
３
０

０
０
万
円
を
要
求
し
て
い
た

が
、
内
示
額
は
４
４
０
０
万
円

と
、
約
33
％
の
割
当
。

林
議
員

公
営
住
宅
修

繕
工
事
６
３
４
万
円
は
、
ど

の
住
宅
が
該
当
し
て
い
る
か
。

地
域
整
備
課
長

玉
川
団
地

の
３
号
棟
の
修
繕
工
事
費
用
。

石
井
議
員

創
業
支
援
事

業
補
助
金
１
５
０
万
円
は
何

名
を
考
え
て
い
る
の
か
。

種　　類 補　助　金　額
①電動式生ごみ処理機
(購入)

購入価格の2分の1以内とし、
30,000円を限度

②電動式生ごみ処理機
(レンタル)

賃料の月額の2分の1以内で、1カ月
上限1,000円とし、30カ月を限度

③コンポスト容器 購入価格の2分の1以内とし、
5,000円を限度

④EMぼかし容器 購入価格の2分の1以内とし、
5,000円を限度

産
業
振
興
課
長

１
件
１

０
０
万
円
の
補
助
に
な
っ
て

お
り
、
創
業
に
係
る
改
修
等

に
村
内
事
業
者
を
使
用
し
た

場
合
の
み
50
万
円
を
増
額
し

補
助
す
る
。
今
回
は
１
名
が

対
象
。

石
井
議
員

生
ご
み
処
理

機
補
助
金
15
万
円
の
内
容
は
。

住
民
税
務
課
長

購
入
費

の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
お

り
、
１
台
当
た
り
上
限
３
万

円
で
５
台
分
を
追
加
補
正
。

石
井
議
員

玉
川
村
太
陽

光
発
電
に
関
す
る
条
例
検
討

委
員
会
委
員
報
酬
５
万
円
は
、

何
人
の
委
員
が
い
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長

団
体
代

表
や
有
識
者
の
９
名
で
構
成

を
し
て
い
る
。
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玉川団地3号棟の改修

◆　生ごみ処理機等購入費補助金制度　◆

①～④について、いずれも1世帯につき1基を限度とする。

すべて原案どおり可決
12月定例会

玉川団地3号棟の改修



議
案
第
62
号

議
案
第
64
号

　第２回の臨時会は11月11日に開催され、村から提案された専決処分１件、工事請負契約
の締結１件及び教育委員の任命２件を審議し、全て承認、可決、同意された。

議会だよりたまかわ№177号、12ページの令和
５年度監査委員決算審査報告・意見の「一般会
計・特別会計の審査意見」に誤りがありました。
　お詫びして、下記のとおり訂正いたします。
（正）平成７年のふくしま国体
　（誤）令和７年のふくしま国体

新任　廣
ひろかわ

川 昌
まさみ

美氏（南須 ）再任　石
いしい

井 隆
たかし

士氏（小高）

審議議案一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全会一致で賛成の場合は個別の賛否は省略しました。

番　号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第61号 専決処分の承認を求めること 承認 衆議院議員総選挙に係る経費の増

議案第62号 ため池浚渫工事請負契約の締結 可決 下記に記載

議案第63号 玉川村教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同意 新任の廣川昌美氏

議案第64号 玉川村教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同意 再任の石井隆士氏

お詫びと訂正

石
井
議
員

①
昨
年
度

実
施
し
た
川
辺
の
荒
池
と

同
様
の
工
法
か
。
②
工
期

の
延
長
、
繰
越
は
な
い
の

か
。
③
残
土
の
処
分
先
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

①
川
辺

の
荒
池
と
同
様
の
工
法
と

し
、
土
壌
改
良
を
行
い
搬

出
す
る
。
②
現
時
点
で
は

期
間
内
の
完
成
を
め
ざ
し

て
進
め
て
い
る
。
③
空
港

用
地
（
北
側
駐
車
場
付
近
）

へ
の
搬
出
を
考
え
て
お
り
、

現
在
協
議
中
で
あ
る
。

岩
谷
議
員

こ
の
規
模
の

工
事
と
な
る
と
、
５
か
月

間
で
の
完
成
は
到
底
不
可

能
と
思
わ
れ
る
が
。

産
業
振
興
課
長

工
期
内

完
成
を
目
指
し
進
め
て
い

る
が
、
工
事
の
進
捗
状
況

に
よ
っ
て
は
繰
越
と
な
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。

須
藤
議
員

人
格
、
学
識

に
申
し
分
な
い
。
一
般
論

で
公
職
と
商
売
の
関
係
性

に
規
制
が
あ
る
の
か
伺
う
。

村
長

明
文
化
さ
れ
た

も
の
は
な
い
が
、
他
か
ら

指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
留
意
す
る
。

た
め
池
浚
渫
工
事
請
負

契
約
の
締
結

玉
川
村
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と

第２回臨時会

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

教
育育
委委
員員
会会
委委
員

の
任任
命命
にに
同同
意意
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議会議会議 だだよだよりりり №№ 17788

村政ここがききたい
８人の議員が質問

　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針
などについて説明や報告を求めるもの。
　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員
活動でもある。

6令和７年１月23日発行
議会だより  № 178

1 円谷　兼一 １.　村民の健康状態を見る聞く活動を ７ページ

2 大羅　　将 １.　村内どこでも電波が入るように
２.　Wi-FiのSSIDを一本化へ ８ページ

3 須藤　安昭 １.　玉川村では不祥事を発生させない ９ページ

4 林　　芳子 １.　乙な駅 たまかわ民間運営 10ページ

5 佐久間福男 １.　既存施設の利便性向上を
２.　団体活動への支援を見える形へ 11ページ

6 堀越　美保 １.　小中高生にも子育て支援施策を 12ページ

7 小針　善誠
１.　将来を見据え健全な財政運営を
２.　道路等整備状況を見える化に
３.　職員の働きやすい服装へ

13ページ

8 石井　清勝 １.　遊水地移転者に寄り添った支援を
２.　明確な入札管理体制を 14ページ
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問

10
月
に
集
団
健
康
診

断
が
実
施
さ
れ
た
が
、
昨

年
と
申
込
み
方
法
が
変
更

さ
れ
、
診
断
時
間
や
人
数

の
区
割
り
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な

流
れ
で
と
て
も
素
晴
ら
し

い
健
康
診
断
で
あ
っ
た
。

昨
年
度
ま
で
は
保
健
協
力

員
が
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

そ
の
報
酬
と
し
て
総
額
１

０
０
万
８
千
円
支
出
さ
れ

た
が
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
と
電
話
で
の
受
付
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
に
は
、
ど
の

く
ら
い
の
経
費
が
掛
か
っ

た
の
か
。

答

オ
ン
ラ
イ
ン
費
用
が

３
２
５
万
３
８
０
０
円
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
費
用
が

２
１
４
万
６
１
０
０
円
、

合
計
５
３
９
万
９
９
０
０

円
が
全
額
委
託
料
で
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
費
用
に
つ
い

て
は
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
を

活
用
し
て
い
る
。

問

オ
ン
ラ
イ
ン
費
用
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て

い
る
が
、
補
助
の
割
合
は
。

答

対
象
経
費
の
２
分
の

１
が
交
付
金
。

問

オ
ン
ラ
イ
ン
と
電
話

で
の
受
付
件
数
は
。

答

オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
94

件
、
電
話
受
付
５
７
８
件
。

問

高
齢
者
・
免
許
返
納

者
・
身
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
の
た
め
に
、
無
料
の

送
迎
バ
ス
や
ワ
ゴ
ン
車
な

ど
を
運
行
し
て
、
保
健
セ

ン
タ
ー
等
で
定
期
的
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
体

制
を
つ
く
れ
な
い
か
。

答

現
在
、
各
地
区
の
高

齢
者
健
康
サ
ロ
ン
や
健
康

推
進
ル
ー
ム
で
実
施
し
て

い
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
に
お

い
て
、
送
迎
希
望
者
に
対

し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
運
転
業
務
を
委
託

し
て
送
迎
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

を
１
名
雇
用
し
、
村
保
健

セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
、

高
齢
者
健
康
サ
ロ
ン
や
各

地
区
で
実
施
し
て
い
る
小

規
模
サ
ロ
ン
等
に
お
い
て
、

参
加
者
の
血
圧
測
定
や
各

種
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

交
通
弱
者
へ
の
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
身
近

な
地
域
で
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
場
や
機
会
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

計
画
的
な
送
迎
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
が
不
可
欠
で

あ
り
、
是
非
と
も
実
現
し

て
ほ
し
い
。

【
振
り
返
っ
て
】
円
谷
兼
一

高
齢
者
・
免
許
返
納

者
・
交
通
弱
者
等
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
で
き

る
無
料
送
迎
バ
ス
や
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
で
運
行
す

る
体
制
が
必
要
と
思
う
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

併
用
運
行
が
で
き
る
体
制

も
確
立
し
て
ほ
し
い
。

スクールバス併用運行ができれば

質問に込めた想い
村は子育て支援や介護支援・高齢者支援・健康増進に向けたサポートが充実
しています。しかし金銭面で充実したサービスが受けられない方もいます。
そのような方にも幸福で安定した生活ができるようにしたい思いです。円

つむらや

谷 兼
けんいち

一 議員

一
般
質
問

村民の健康状態を見る聞く活動を

答

本
村
で
は
「
高
齢
者

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
サ
ー
ビ
ス
実

証
事
業
」
の
１
つ
で
あ
る

「
御
用
聞
き
サ
ー
ビ
ス
・
安

心
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
高
齢
者
や

免
許
返
納
者
等
の
移
動
・

お
買
い
物
等
の
日
常
生
活

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
等
の
生
活
の
質
の
向

上
を
目
指
す
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
自
治
体
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
が
進
ん
で
い

け
ば
、
玉
川
モ
デ
ル
と
し

て
何
が
一
番
い
い
の
か
調

査
研
究
し
て
い
く
。
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問

携
帯
電
話
の
電
波
状

況
調
査
の
実
施
は
。

答

平
成
29
年
度
ま
で
毎

年
居
住
地
域
を
対
象
に
調
査

を
実
施
。
調
査
の
結
果
、
居

住
地
域
内
で
は
、
い
ず
れ
か

の
通
信
事
業
者
の
電
波
が
受

信
可
能
で
あ
り
、
圏
外
と
な

る
地
域
は
な
か
っ
た
。

問

今
後
調
査
を
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

答

居
住
地
域
で
、
圏
外

と
な
る
地
域
が
な
く
な
っ
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の

で
、
今
後
実
施
す
る
予
定
は

な
い
。

問

通
告
書
の
背
景
や
経

緯
で
も
記
載
し
て
あ
る
が
、

た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
周
辺

及
び
認
定
こ
ど
も
園
た
ま
か

わ
ク
ッ
ク
の
森
周
辺
は
、
調

査
対
象
内
な
の
か
。

答

調
査
対
象
外
だ
が
、

村
が
独
自
に
調
査
を
実
施

し
、
電
波
が
繋
が
り
に
く
い

こ
と
か
らW

i-Fi

を
設
置

し
た
。

問

居
住
地
域
以
外
の
不

感
地
帯
に
対
す
る
電
波
状
況

問

Tam
akaw

a-Free-
W
iFi

の
現
状
は
。

答

ク
ッ
ク
ド
ー
ム
と
森

の
駅yodge

で
提
供
し
て

改
善
の
取
組
は
。

答

各
通
信
事
業
者
に
対

し
、
ア
ン
テ
ナ
設
置
等
の
改

善
の
要
望
を
し
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
事
務
所
、
た

ま
か
わ
文
化
体
育
館
事
務

所
、
図
書
室
に
は
電
波
改
善

機
器
を
設
置
し
、
部
分
的
に

改
善
し
て
い
る
。

【振
り
返
っ
て
】
大
羅

将

携
帯
電
話
の
電
波
状
況
改

善
を
早
急
に
行
い
、
快
適
に

不
便
な
く
４
大
キ
ャ
リ
ア
が

全
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
。

電
波
状
況
が
悪
い
時
は
、

W
i-Fi

が
使
え
る
よ
う
に
、

公
共
施
設
の
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を
一

本
化
し
、
村
内
ど
こ
で
も
接

続
が
で
き
る
よ
う
に
。

質問に込めた想い
地域によって、携帯電話の電波状況が悪い場所や、不感地帯（圏外）があり、
日常生活やイベント時にも支障がでています。４大キャリアが不便なく使用
できるよう、関係事業者へ積極的な働きかけをしてほしく質問しました。

村内どこでも電波が入るように

W
i-Fi

の
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を

一
本
化
へ

お
り
、
今
年
度
４
月
か
ら
の

７
ヵ
月
間
で
５
７
９
１
台
。

１
日
平
均
26
・
７
台
の
接
続

端
末
数
が
あ
る
。

問

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
数
は
。

答

森
の
駅yodge

が
８

台
、ク
ッ
ク
ド
ー
ム
が
５
台
。

問

玉
川
夏
祭
り
開
催
時

（
ク
ッ
ク
ド
ー
ム
）
の
接
続

数
は
、
１
４
６
台
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
１
台
当
た
り
の
同

時
可
能
接
続
台
数
は
。

答

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

の
同
時
接
続
台
数
は
、
１

台
当
た
り
約
60
台
。

問

玉
川
村
役
場
周
辺
で

村
民
が
使
え
るW

i-Fi

の
整

備
は
。

答

玉
川
村
役
場
、
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン

タ
ー
は
、
業
務
利
用
の
た
め

のW
i-Fi

が
整
備
済
み
の

た
め
、
今
後
一
般
開
放
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

問

公
共
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
る
、
す
べ
て
の

W
i-Fi

の
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
一
本

化
を
要
望
し
て
い
る
が
。

答

利
用
者
の
利
便
性
向

上
、
情
報
発
信
力
の
強
化
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
既
存

利
用
者
へ
の
影
響
等
を
考
慮

し
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
一
本
化
へ

検
討
を
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

電波改善機器

アクセスポイント

大
お お ら

羅 将
ひとし

議員
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問

石
川
町
で
の
官
製
談

合
を
受
け
、
玉
川
村
で
発

生
し
な
い
よ
う
に
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い

る
か
。

答

チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
倫

理
観
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
欠
如
が
一
因
。
競
争

性
、
透
明
性
、
公
平
性
、

公
正
性
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
指
示
を
し
て
い
る
。

問

入
札
参
加
業
者
は
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
か
。

答

各
課
か
ら
選
考
内
申

書
の
提
出
を
受
け
、
副
村
長

と
４
名
の
課
長
に
よ
る
指
名

委
員
会
に
て
決
定
す
る
。

問

設
計
価
格
、
予
定
価

格
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ

れ
る
の
か
。

答

設
計
価
格
は
工
事
担

当
者
が
積
算
、
又
は
業
者

に
委
託
し
た
設
計
書
を
審

査
し
て
設
計
価
格
と
す
る
。

予
定
価
格
は
設
計
価
格
を

も
と
に
入
札
直
前
に
村
長

が
決
定
す
る
。

問

入
札
を
実
施
し
、
議

会
の
議
決
後
に
契
約
と
な

玉川村では不祥事を発生させない

る
が
、
議
会
の
議
決
を
必

要
と
し
な
い
契
約
も
あ
る
。

そ
の
線
引
き
と
件
数
は
。

答

５
０
０
０
万
円
未
満

の
工
事
請
負
契
約
、
及
び

７
０
０
万
円
未
満
の
不
動

産
ま
た
は
動
産
購
入
契
約

で
あ
り
、
１
０
０
件
近
い

契
約
が
あ
る
。

問

随
意
契
約
の
透
明
性

を
図
る
た
め
に
決
算
特
別

委
員
会
等
で
何
を
、
ど
こ

に
、
い
く
ら
で
契
約
し
た

か
を
開
示
す
べ
き
で
は
。

答

か
な
り
膨
大
な
量
で

あ
り
、
随
意
契
約
施
行
令

の
規
定
に
従
い
実
施
し
て

い
る
の
で
、
現
行
通
り
と

し
た
い
。

問

平
田
村
で
の
公
金
横

領
事
案
は
金
庫
や
鍵
、
現

金
を
管
理
す
る
管
理
職
の

犯
罪
で
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
強
化
と
い
う
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に

誰
が
ど
の
よ
う
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
か
。

答

担
当
者
、
課
長
、
総

務
課
長
、
財
政
サ
イ
ド
か

ら
の
チ
ェ
ッ
ク
、
更
に
副

村
長
、
最
終
的
に
は
村
長

と
組
織
的
に
動
い
て
い
る
。

問
「
口
止
め
さ
れ
た
が

上
司
に
報
告
し
発
覚
し
た
」

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
穴
埋
め
に

使
っ
た
」
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
倫
理
観
や
モ
ラ
ル

を
高
め
る
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
職
員
、
業
者
、

住
民
か
ら
の
情
報
、
更
に

は
家
庭
状
況
の
把
握
等
に

よ
り
不
祥
事
の
未
然
防
止

が
重
要
だ
。
内
部
統
制
や

内
部
牽
制
の
見
直
し
、
充

実
を
行
っ
た
か
。

答

風
通
し
の
よ
い
職
場

づ
く
り
が
大
事
と
思
う
。

ト
ッ
プ
と
し
て
一
つ
一
つ

丁
寧
に
耳
を
傾
け
情
報
を

共
有
し
村
政
運
営
を
す
る
。

問

各
種
団
体
の
事
務

局
、
会
計
を
役
場
職
員
が

担
当
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

現
金
、
通
帳
、
印
鑑
の
取

扱
い
に
関
し
ど
の
よ
う
な

指
導
や
点
検
、
管
理
を
し

て
い
る
か
。

答

事
務
及
び
会
計
取
り

扱
い
上
の
留
意
事
項
を
定

め
、
各
種
団
体
の
会
計
年

度
終
了
後
に
担
当
者
が
副

村
長
に
そ
の
内
容
を
報
告

し
、
確
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
公
金
の
適
正
、

効
率
的
な
事
務
処
理
を

行
っ
て
い
る
。

【
振
り
返
っ
て
】
須
藤
安
昭

議
会
、
議
員
と
し
て
も

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

 
 

一
般
質
問

順調に進む宅地造成工事（旧須 中校庭）順調に進む宅地造成工事（旧須 中校庭）

質問に込めた想い
他町村にて不祥事が発生しています。他山の石とし玉川村の現状の把握、課
題の有無、対策の実施を質し、玉川村では問題ないことを確認したく、質問
しました。須

す ど う

藤 安
やすあき

昭 議員
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問

指
定
管
理
者
の
選
定

方
法
は
。

答

総
務
省
が
示
す
プ
ロ

セ
ス
に
沿
っ
た
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
会
の
実

施
に
よ
る
選
定
。

問

村
独
自
の
選
定
方
法

は
あ
る
か
。

答

選
定
手
続
き
、
審
査

基
準
ま
で
を
公
開
情
報
と

し
て
提
供
し
て
い
る
。
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
は
、

民
間
の
方
も
含
め
目
的
に

応
じ
た
審
査
員
を
選
定
し
、

固
定
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て

の
審
査
を
行
わ
な
い
仕
組

み
。
さ
ら
に
選
定
委
員
会

を
経
る
二
重
の
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
。

問

選
考
の
透
明
性
を
高

め
る
た
め
に
民
間
の
有
識

者
を
入
れ
る
考
え
は
。

答

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
に

は
民
間
有
識
者
を
入
れ
て
お

り
、
二
重
の
審
査
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
指
定
管
理
者
選

定
審
査
委
員
会
に
は
、
現
時

点
で
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

問

こ
れ
ま
で
の
観
点
に
基

づ
く
今
後
の
検
証
、
検
討
は
。

答

月
１
回
の
運
営
側
と

の
定
例
会
の
実
施
。
近
年

の
物
価
高
騰
に
よ
る
経
営

者
側
へ
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
の
で
年
度
ご
と
の
協

定
に
お
い
て
経
営
的
検
証

も
含
め
指
定
管
理
料
の
設

定
を
行
う
。

問

公
募
及
び
再
認
定

（
更
新
）
に
つ
い
て
。

答

万
が
一
応
募
者
が
な

か
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
村

が
直
接
運
営
す
る
。
今
後

様
々
な
事
象
を
勘
案
し
、
公

募
の
条
件
や
要
求
水
準
書
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

質問に込めた想い
令和３年オープンの森の駅yodgeを筆頭に、アーバンスポーツたまかわ、た
まかわ農産物加工施設、乙な駅たまかわが公募型の指定管理者経営となり、
民間ならではのノウハウをどれだけ生かせるかに期待したいです。

一
般
質
問

乙な駅たまかわ ステーキハウス

乙な駅たまかわ お土産コーナー

乙な駅たまかわ民間運営

林
はやし

芳
よし こ

子 議員

乙な駅たまかわ ステ キハウス

乙な駅たまかわ お土産コ ナ

問

指
定
管
理
範
囲
の
細

分
化
に
つ
い
て
。

答

指
定
管
理
は
施
設
全

体
の
管
理
・
運
営
を
手
掛

け
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

経
費
節
減
が
主
な
目
的
で

あ
る
の
で
、
細
分
化
は
考

え
て
い
な
い
。

問

指
定
管
理
者
に
よ
る

自
主
企
画
事
業
は
。

答

公
募
型
で
な
い
施
設
、

各
行
政
区
に
あ
る
集
会
所

等
は
目
的
に
合
っ
た
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。yodge

で
は
自
主
事
業
と
し
て
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
事
業
、
ピ
ザ

づ
く
り
等
複
数
の
体
験
事

業
。
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
、
自
転
車
関
連
イ

ベ
ン
ト
。

乙
な
駅
た
か
ま
わ
で
は
、

ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
、
ス

テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
醸
造
所
、
他
に

玉
川
村
生
産
物
直
売
所
で

は
農
林
水
産
物
、
花
木
民

芸
品
等
の
受
託
販
売
、
農

産
物
加
工
施
設
で
は
農
産

物
加
工
品
の
製
造
や
農
産

物
加
工
に
関
す
る
技
術
の

普
及
指
導
・
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
る
。

問

今
年
の
５
月
31
日
付

け
で
た
ま
か
わ
未
来
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
㈱
の
親
会
社
㈱

イ
ン
サ
イ
ト
か
ら
株
式
の

譲
渡
の
発
表
が
あ
っ
た
。

た
ま
か
わ
未
来
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
㈱
の
親
会
社
が
変

わ
っ
た
こ
と
は
村
に
は
報

告
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た

ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
の
か
。

答

出
資
者
及
び
代
表
者

が
変
わ
っ
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
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問

野
外
活
動
広
場
で
の

利
用
者
増
に
向
け
た
施
設
の

改
善
な
ど
の
働
き
か
け
は
さ

れ
て
い
る
か
。

答

本
年
９
月
に
内
堀
知

事
が
来
村
さ
れ
た
際
、
キ
ャ

ン
プ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
が
出
来
る

仕
組
み
作
り
を
要
請
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き

続
き
県
へ
の
要
望
、
協
議
を

重
ね
効
果
的
な
活
用
に
向
け

取
り
組
ん
で
行
く
。

問

既
存
の
テ
ー
ブ
ル
に

屋
根
な
ど
を
設
置
し
、
暑
さ

や
雨
な
ど
の
対
策
を
進
め
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

利
用
者
の
拡
大
が
見
込
め
る

の
で
は
。

答

有
効
と
考
え
る
。
ご
指

摘
、
ご
要
望
が
あ
っ
た
事
を

伝
え
た
い
と
考
え
る
。

問

ス
キ
ル
パ
ー
ク
た
ま
か

わ
の
現
在
の
利
用
状
況
は
。

答

令
和
６
年
４
月
か
ら

11
月
末
で
利
用
者
数
は
２
１

０
名
で
対
前
年
比
１
５
０
%

程
度
。
11
月
に
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
於
い
て
、
自
転
車

メ
ー
カ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
の
民
間
事
業
者
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
約
１
１
０
名
の

来
場
が
あ
っ
た
。利
用
者
は
、

村
外
が
全
体
の
９
割
で
10
歳

未
満
の
子
供
か
ら
60
歳
ま
で

の
幅
広
い
年
齢
の
方
々
が
利

用
し
て
い
る
。

問

現
在
、
仮
設
ト
イ
レ

を
利
用
し
て
い
る
が
、
イ
ベ

ン
ト
や
大
会
で
多
く
の
利
用

者
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
今

質問に込めた想い
今後、持続的に賑わいを保てるよう空港周辺の施設にも目を向け、働きかけ
環境改善に取り組み利便性の向上を図り、更に多くの人に来村して頂けるよ
う日々、進化・成長していく事が必要と考えます。

一
般
質
問

野外活動エリア

スキルパークたまかわ

県道福島空港西線

既存施設の利便性向上を

佐
さ く ま

久間福
ふくお

男 議員

【振
り
返
っ
て
】
佐
久
間
福
男

今
後
、
賑
わ
い
づ
く
り
等

を
厳
し
く
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
既
存

施
設
の
利
活
用
の
観
点
か
ら

も
、
し
っ
か
り
と
県
や
関
係

機
関
へ
の
粘
り
強
い
働
き
か

け
が
必
要
と
考
え
る
。

後
の
対
応
は
。

答

実
証
中
か
ら
水
の
問
題

が
あ
っ
た
。
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
、
管
理
は
事
業
者
で
対

応
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。

問

道
の
駅
た
ま
か
わ
施

設
周
辺
の
整
備
状
況
は
。

答

多
く
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
頂
け
る
よ
う
整
備
を

進
め
て
き
た
。
駐
車
場
に
設

置
し
て
あ
る
電
気
自
動
車
の

Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
を
20
ｋ
ｗ
タ

イ
プ
か
ら
50
ｋ
ｗ
タ
イ
プ
へ

今
年
度
中
更
新
予
定
。

問

福
島
空
港
西
線
沿
い
の

支
障
木
や
雑
草
伐
採
の
働
き

か
け
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答

道
路
管
理
者
で
あ
る

福
島
県
に
対
し
、
会
議
等
が

あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
い

る
。
今
後
、
歩
道
を
含
め
、

道
路
が
安
心
安
全
に
通
行
出

来
る
よ
う
維
持
管
理
の
充
実

を
県
は
約
束
し
た
。

問

道
の
駅
た
ま
か
わ
正

面
の
県
道
が
、冬
場
降
雪
後
、

道
路
脇
の
山
林
の
影
響
を
受

け
、
凍
結
・
圧
雪
状
態
が
長

く
続
き
、
大
変
危
険
で
あ
る

事
か
ら
改
善
策
な
ど
考
え
て

い
る
か
。

答

福
島
県
に
伝
え
、
ど

の
よ
う
な
方
法
が
良
い
か
要

望
し
て
い
き
た
い
。

問

村
有
地
の
山
林
部
分

を
伐
採
し
対
応
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

答

今
後
検
証
し
、
何
が

一
番
良
い
方
法
で
安
全
に
通

れ
る
か
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。
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問

た
ま
か
わ
っ
子
子
育

て
支
援
給
付
金
を
創
設
し
た

経
緯
と
、
な
ぜ
３
歳
未
満
と

い
う
設
定
な
の
か
。

答

出
生
率
が
低
下
す
る

要
因
は
、
結
婚
出
産
を
希
望

す
る
若
者
の
減
少
と
、
若
者

の
経
済
的
な
不
安
が
一
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
若
者

の
経
済
的
基
盤
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
ち
、
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
本

村
独
自
の
給
付
金
制
度
を
創

設
し
た
。
支
給
対
象
を
３

歳
未
満
と
し
た
理
由
は
、
村

で
は
平
成
28
年
度
に
た
ま
か

わ
ク
ッ
ク
の
森
に
通
う
園
児

を
対
象
に
、
無
償
化
お
よ
び

軽
減
措
置
を
実
施
し
て
い
た

が
、
令
和
元
年
10
月
に
「
子

ど
も
子
育
て
支
援
法
」
が
改

正
に
な
り
、
３
歳
以
上
の
認

定
こ
ど
も
園
等
の
利
用
料
が

無
償
化
と
な
っ
た
た
め
、
対

象
か
ら
外
れ
た
３
歳
未
満
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
。

問

実
際
の
子
育
て
期
間

は
も
っ
と
長
い
。
対
象
年
齢

を
上
げ
て
欲
し
い
が
村
の
考

え
は
。

答

現
時
点
で
は
対
象
範
囲

の
拡
大
は
検
討
し
て
い
な
い

が
、
子
育
て
環
境
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
政
策
で

あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。
持
続
可
能
な
子
育
て

支
援
を
行
う
た
め
に
、
国
や

県
等
の
新
た
な
補
助
金
の
活

用
、
さ
ら
に
財
源
の
有
無
等

を
含
め
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問

小
・
中
・
高
校
入
学
時
、

学
用
品
の
購
入
な
ど
で
出
費

が
多
く
、
助
成
を
望
む
声
が

多
い
。
入
学
祝
金
や
、
高
校

卒
業
時
の
門
出
祝
金
の
支
給

は
で
き
な
い
か
。

答

現
時
点
に
お
い
て
は
、

入
学
祝
い
金
等
の
支
給
は
考

え
て
い
な
い
。
玉
川
村
の
子

育
て
支
援
は
、
他
市
町
村
と

比
較
し
て
も
、
充
実
し
た
内

容
に
な
っ
て
お
り
、
た
ま
か

わ
っ
子
誕
生
祝
金
・
た
ま
か

わ
っ
子
子
育
て
支
援
給
付
金

に
プ
ラ
ス
し
て
、
入
学
祝
金

と
な
る
と
難
し
い
。
既
存
の

給
付
の
中
で
、
一
括
で
は
な

く
、
節
目
等
で
の
給
付
を
望

む
声
が
多
く
な
っ
た
場
合
は

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

高
校
生
に
対
す
る
通

学
補
助
金
の
支
給
は
で
き
な

い
か
。

答

村
で
は
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
べ
く
、
財
政

的
・
人
的
支
援
の
両
面
か
ら

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
管
内
町
村
と
比
較
し
て

も
充
実
し
た
支
援
策
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

村
で
は
高
校
生
に
対
す
る
通

学
補
助
を
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
他
市
町
村
の
政
策
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
子
育
て

支
援
策
全
体
の
中
で
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質問に込めた想い
村独自の支援策は、子どもの年齢が上がるにつれ減っていき、高校生にはあ
りません。子育て世帯が村に住み続けられるように、また、村へ移住しても
らうきっかけにもなるよう、子育て支援対策について伺いました。

【振
り
返
っ
て
】
堀
越
美
保

村
の
予
算
内
で
や
り
く
り

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と

思
う
が
、
重
要
な
の
は
時
代

に
合
わ
せ
た
配
分
の
仕
方
だ

と
思
う
。

た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金

は
平
成
28
年
４
月
に
創
設
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
の
小
学

４
年
生
以
上
の
子
ど
も
が
い

る
家
庭
、
ま
た
は
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
後
に
村
外
か
ら
の

移
住
し
て
き
た
家
庭
は
受
け

取
れ
て
い
な
い
。

子
ど
も
が
成
長
す
る
に
つ

れ
、
お
金
が
か
か
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
成
長
の
節
目
に

も
「
お
祝
い
」
と
し
て
頂
け

た
ら
子
育
て
世
帯
は
嬉
し
い
。

高
校
の
通
学
補
助
に
つ
い

て
も
少
額
で
も
毎
月
補
助
し

て
も
ら
え
る
と
助
か
る
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
今
後
の
村

の
柔
軟
な
対
応
を
望
む
。

一
般
質
問

JR水郡線で通学する高校生

小中高生にも子育て支援施策を

堀
ほりこし

越 美
み ほ

保 議員
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問

財
政
健
全
化
に
ゴ
ー

ル
は
な
い
と
考
え
る
が
、
村

長
の
考
え
と
財
政
健
全
化
へ

の
具
体
的
な
指
針
は
。

答

財
政
健
全
化
に
ゴ
ー

ル
は
な
い
。
村
税
収
入
を

は
じ
め
一
般
財
源
的
歳
入

は
厳
し
く
な
る
と
推
計
。

義
務
的
経
費
等
の
増
大
も

避
け
ら
れ
な
い
状
況
か
ら
、

財
政
の
硬
直
化
進
行
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
。
基
幹

産
業
の
農
林
業
振
興
、
商
工

業
等
の
産
業
政
策
、
定
住
人

口
を
増
や
す
施
策
へ
積
極

的
に
取
り
組
む
。
予
算
編
成

説
明
会
で
は
、
職
員
一
人

一
人
が
財
政
状
況
を
理
解

し
、
財
政
健
全
化
を
意
識

し
て
取
り
組
む
様
、
情
報

の
共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
や
事
務

事
業
の
見
直
し
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
徹
底
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
等
自
治

体
経
営
の
効
率
性
を
高
め
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
行
財

政
運
営
を
目
指
す
。

問

近
年
下
が
る
財
政
力

指
数
の
回
復
目
標
は
。

答

財
政
力
指
数
に
具
体

的
目
標
値
は
な
い
が
、
健
全

な
財
政
運
営
の
指
標
の
一

つ
。
主
な
財
政
指
標
を
常
に

意
識
し
、
行
政
経
営
を
進
め

た
い
。

問

例
え
ば
補
助
事
業
の

計
画
で
、
補
助
金
の
あ
り
方

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
策
定
な
ど
、
様
々
な
見
直

し
も
必
要
で
は
。

答

補
助
金
等
の
支
出
に

あ
た
り
、
村
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
し
、
目
的
や
内
容

の
公
益
性
や
補
助
対
象
の
明

確
化
が
必
要
。
経
年
に
よ
り

公
益
性
・
妥
当
性
が
乏
し
く

な
る
場
合
や
、
長
期
化
・
固

定
化
の
傾
向
も
否
め
な
い
。

平
成
29
年
11
月
に
策
定
し
た

補
助
金
等
に
関
す
る
見
直
し

基
本
方
針
に
よ
る
検
証
、
整

理
合
理
化
を
推
進
し
て
い

る
。
次
年
度
当
初
予
算
に
反

映
す
べ
く
、
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
等
交
付
も
、必
要
性
、

費
用
対
効
果
や
経
費
負
担
等

の
検
証
、
対
象
団
体
の
あ
り

方
も
含
め
見
直
し
を
進
め
て

い
る
。

問

村
民
の
協
力
が
必
要

に
な
る
場
合
、
ど
の
様
に
理

解
を
求
め
て
い
く
の
か
。

答

村
民
の
暮
ら
し
や
す

い
基
本
設
計
が
可
能
な
様

に
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
。
来
年
度
は
第
６
次
振

興
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
新
た
な
振
興
計
画
策
定

に
も
十
分
な
説
明
と
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

質問に込めた想い
避けられない人口減少で、村の財政状況は厳しくなってくると想定されま
す。村民のより良い生活環境、より良い村づくりを視野に、弾力性のある財
政状況を目指し、村政運営に努めてほしいです。小

こ ば り

針 善
よしとも

誠 議員

【振
り
返
っ
て
】
小
針
善
誠

玉
川
村
の
財
政
力
指
数
は
、

直
近
３
年
間
で
０
．４
０
、０
．

３
７
、
０
．
３
６
と
下
が
っ

て
い
る
。
例
に
漏
れ
ず
、
本

一
般
質
問

村
も
消
滅
可
能
性
自
治
体
に

該
当
し
、
将
来
を
見
据
え
た

財
政
運
営
が
必
要
と
考
え
て

き
た
。
将
来
的
な
財
政
運
営

に
お
け
る
危
機
感
、
振
興
計

画
推
進
へ
財
源
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
の
必
要
性
、
振

興
計
画
策
定
等
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
姿
勢
を
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
村
民
懇
談
会
を
通

じ
、
道
路
等
整
備
の
課
題
が

各
行
政
区
で
散
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
情
報
公
開
の
あ
り

方
を
質
問
し
た
。
道
路
等
整

備
の
請
願
の
評
価
方
法
や
進

捗
等
の
見
え
る
化
は
、
前
述

の
説
明
責
任
に
も
通
じ
る
。

限
り
あ
る
財
源
で
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
こ
れ

ら
見
え
る
化
で
管
理
方
法
の

検
討
や
、
滞
っ
た
請
願
の
整

理
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。
情
報
開
示
は
村
民
の
不

安
解
消
と
い
う
効
果
も
得
ら

れ
な
い
か
と
訴
え
た
。
前
向

き
な
回
答
を
受
け
、
実
現
の

期
待
と
と
も
に
今
後
も
注
視

し
て
い
き
た
い
。

村の財政状況資料

将来を見据え健全な財政運営を
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一
般
質
問

問

移
転
さ
れ
る
方
が
、

移
転
先
に
お
い
て
少
な
い
負

担
で
上
水
道
に
接
続
出
来
な

い
か
。

答

集
団
移
転
地
以
外
へ
の

移
転
に
お
い
て
は
、
基
本
的

に
自
己
負
担
に
よ
る
接
続
と

な
る
が
、
集
団
移
転
地
に
お

い
て
は
、
宅
地
造
成
と
一
体

的
に
止
水
栓
や
公
共
桝
を
整

備
し
、
費
用
負
担
が
発
生
し

な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
今

後
、
全
体
と
し
て
の
費
用
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
方
が
円
滑
に
移
転
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
村
に
よ
る

支
援
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答

国
に
は
移
転
者
や
地

域
に
寄
り
添
っ
て
事
業
を
進

め
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
引

き
続
き
、
強
く
働
き
か
け
て

い
く
と
と
も
に
、
相
談
対
応

や
調
整
等
を
通
じ
て
、
不
安

を
払
拭
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問

県
や
河
川
国
道
事
務

所
に
要
望
し
て
い
る
と
思
う

問

業
務
チ
ェ
ッ
ク
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

答

担
当
課
に
よ
り
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ
か
、

総
務
課
長
、
教
育
長
、
副
村

長
、
村
長
が
決
裁
の
中
で
確

認
す
る
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

問

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
管

が
、
国
土
交
通
大
臣
の
所
に

行
っ
て
要
望
が
出
来
な
い
か

伺
う
。

答

３
町
村
で
協
議
し
て
要

望
を
相
談
し
て
い
き
た
い
。

【振
り
返
っ
て
】
石
井
清
勝

地
権
者
の
気
持
ち
な
っ
て

国
土
交
通
大
臣
に
要
望
を
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

最
低
制
限
価
格
制
度
と
は

最
低
制
限
価
格
制
度
と

は
、
公
共
事
業
の
入
札
に
お

い
て
、
工
事
の
品
質
維
持
の

た
め
に
適
正
な
価
格
設
定
を

目
指
す
制
度
で
す
。
具
体
的

に
は
、
公
共
工
事
の
発
注
者

（
自
治
体
）
が
入
札
の
最
低

ラ
イ
ン
と
な
る
価
格
、
つ
ま

り
「
最
低
制
限
価
格
」
を
設

定
し
、
そ
れ
よ
り
も
低
い
金

額
で
の
入
札
は
す
べ
て
失
格

と
な
り
ま
す
。

【振【振
り
返
っ
て
】
石
井
清
勝
清
勝

最
低
制
限
価
格
制
度
と
は

最最
低
制
限
価
格
制
度度
と

は
、
公
共
事
業
の
入
札
にに
お

い
てて
、
工
事
の
品
質
維
持持
の

た
めめ
に
適
正
な
価
格
設
定定
を

目
指指
す
制
度
で
す
。
具
体体
的

に
はは
、
公
共
工
事
の
発
注注
者

（
自
治治
体
）
が
入
札
の
最最
低

ラ
イイ
ン
と
な
る
価
格
、
つつ
ま

り
「「
最
低
制
限
価
格
」
をを
設

定
しし
、
そ
れ
よ
り
も
低
いい
金

額
でで
の
入
の
入
札
は
札
は
す
べ
す
べ
て
失
て
失
格

と
な
り
ま
す
。

遊水地区事業エリアとなる竜崎地区

遊水地移転者に寄り添った支援を

石
いし

井
い

清
きよかつ

勝 議員

明
確
な
入
札
管
理

体
制
を

理
指
導
者
を
置
く
か
伺
う
。

答

現
時
点
は
配
置
は
考
え

て
い
な
い
が
、
職
員
一
人
一

人
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

問

議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
に
関
す
る
条
例
一
部

の
５
千
万
以
上
か
ら
２
千

万
以
上
へ
す
る
こ
と
で
よ

り
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
が

図
ら
れ
る
と
思
う
が
、
改

正
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

答

規
定
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
改
正
出
来
な
い
。

問

内
部
通
報
制
度
に
つ

い
て
伺
う
。

答

本
村
で
は
、
制
度
の

導
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事

態
が
発
生
し
場
合
、
積
極
的

に
通
報
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
良
い
組
織
に
な
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

入
札
価
格
予
定
等
は

報
告
が
あ
る
が
、
最
低
制
限

価
格
と
制
度
は
利
用
し
て
い

る
か
伺
う
。

答

導
入
は
し
て
い
な
い

が
、
一
部
の
業
務
に
つ
い
て

は
利
用
を
し
て
い
る
状
況
。

問

入
札
し
た
業
者
が
で
き

な
い
と
き
に
下
請
け
に
出
す

こ
と
が
あ
る
が
、
チ
ェ
ッ
ク

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答

元
請
業
者
か
ら
担
当
課

の
方
に
体
制
等
も
挙
げ
て
頂

き
確
認
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

質問に込めた想い
村には移住者や定住者等への支援はあるが、遊水地整備に伴う家屋移転者は
国からの補償金のみです。慣れ親しんだ土地から移転を余儀なくされる方の心
情に寄り添い、負担を少しでも軽減する取り組みを求めます。
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○は出席　×は欠席　空欄は担当外

　10月から 12月までの議員活動の出欠状況をお知らせします。（個人の活動は除く）

議員活動のお知らせ

月 日 行事（活動）名
小
針
善

堀

越

佐
久
間

円

谷

岩

谷

大

羅

須

藤
林
飯

島

三

瓶

石

井

小
針
竹

10

2 議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
4 石川地方植樹祭（古殿町） ○
5 第６回全国さるなし・こくわサミット（文化体育館） ○ ○
7 福島県町村議会議長会　監事会（福島市） ○
8 石川地方町村議会議長会（石川町） ○

16
議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
議長杯グラウンド・ゴルフ大会（村民グラウンド） ○

18 ふくしま駅伝大会玉川村選手団結団式（スパーク玉川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
福島県町村議会議員研修会（郡山市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 須賀川地方広域消防組合議会　定例会（須賀川市） ○
29 県道飯野・三春・石川線整備促進期成同盟会現地視察 ○ ○
30 小中学校在り方検討委員会（就業改善センター） ○ ○
31 石川地方生活環境施設組合議会　全員協議会（石川町） ○ ○ ○

11

1 高齢者作品展審査会（スパーク玉川） ○
2 郡山市政施行100周年記念式典（郡山市） ○
3 高齢者作品展表彰式（スパーク玉川） ○

8
広報委員と玉川中学校生徒とのワークショップ ○ ○ ○ ○ ○
石川地方町村議会議員研修会（マーヴェラス末広） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 玉川村芸能発表会（文化体育館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

11
第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉川村表彰式（就業改善センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○

13 町村議会議長全国大会（東京都） ○
17 第36回ふくしま駅伝大会（議員応援）及び解団式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21
議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育委員任命書交付式（村長室） ○
教育懇談会（就業改善センター） ○ ○ ○ ○

27 玉川村振興計画審議会（就業改善センター） ○ ○

28
中学生みらい議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小中学校在り方検討委員会（就業改善センター） ○ ○

29
議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○

12

2 石川地方交通安全大会（平田村） ○
6～12 12月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 議員打合せ会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11
議員打合せ会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会基本条例制定特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 石川地方生活環境施設組合議会　議会運営委員会（石川町） ○
23 石川地方生活環境施設組合議会　定例会（石川町） ○ ○ ○
25 議会広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
26 公立岩瀬病院企業団議会　定例会（須賀川市） ○
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公立岩瀬病院企業団議会・須賀川地方広域消防組合議会
定例会・臨時会レポート

村の負担金 850万円

村の負担金 1億6，103万円

〇 公立岩瀬病院企業団議会
　　出席者（林芳子議員）
　　令和６年９月定例会／令和６年９月30日開催
 ・令和５年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計資金不足比率　………………………　承認
　　 ・令和５年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計決算　…………………………………　認定

〇 須賀川地方広域消防組合議会
　　出席者（佐久間福男議員）
　　令和６年10月定例会／令和６年10月28日開催
 ・令和６年度須賀川地方広域消防組合一般会計補正予算（第１号）　………………　可決
　　 ・令和５年度須賀川地方広域消防組合一般会計歳入歳出決算　………………………　認定

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会、須賀川地方広域消防組合議会、それぞれ
の議会議員として定例会等へ出席しているよ。
　今回は９月定例会以降に開催された２つの議会について概要をお知らせするね。

議
会
活
動

本年度の福島県町村議会議員研修会が郡山市ビッグパレットふくしまで開催され、全議員出席
し研修を行ってきました。
　研修会では、２名の講師による講演が行われました。
　１）明治大学政治経済学部　教授　牛山 久仁彦　氏
　　　「岐路に立つ議会改革　―ポストコロナと集権下の中で―」
　２）ジャーナリスト、ニュースキャスター　星 浩　氏
　　　「今後の政局・政治展望」

本年度の石川地方町村議会議員研修会が、石川地方５町村の議
員 58名、町村長５名、事務局担当職員 11名が出席し、マーヴェ
ラス末広で開催されました。
　福島大学　行政政策学類　准教授　岸見太一氏より、「地方議会
とハラスメント」と題し、講演が行われ、全議員がハラスメント
について研修を行いました。

福島県町村議会議員研修会（１０月２５日）

石川地方町村議会議員研修会（１１月８日）



17 令和７年１月23日発行
議会だより  № 178

議席番号
通告順 氏名 一般質問

1 我妻　佑飛 ゴミ問題とゴミの活用について

2 佐藤　優真 玉川村の健康・福祉について

3 矢部　宗泰 村の活性化を目指すための取り組みについて

4 大野　　陸 情報ネットワーク（携帯電話）について

5 小林　　楓 玉川村の防災について

6 須釜　　蕾 「乙な駅たまかわ」の活用の方法について

7 矢吹　翔和 子育て支援について

8 矢部　桃菜 地域（地区）の人と触れ合えるイベントについて

9 樋口　真愛 空き家等のスペースの利用について

10 大野　浩矢 再生可能エネルギーの導入と利用促進について

11 小林　郁斗 玉川中学校校門坂の街灯と校庭の外灯、校門坂の木の整備について

12 矢部　柚月 子ども食堂と玉川村の特産品について

中学生みらい議会

中
学
生
み
ら
い
議
会

中学生みらい議会議員当選証書 議員バッチ当選証書を付与

　中学生みらい議会の開催にあたり、議員任期を１日限りとする「当選証書」及びオリジナルの「議
員バッジ」の付与を、開会前に議長室で行いました。

質問事項

11月28日 開催

中学生みらい議会「当選証書付与式」が行われる!
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玉川村の健康・福祉について

村の活性化を目指すための取り組みについて

問 　給食の残菜は、現在焼却処分されています。生ゴミ用コンポストを給食センターに設置して、残菜
を有機肥料に変えて各学校の花壇に使用できればSDGsにもつながると思いますが。

答 コンポストによる肥料化の過程では、微生物や有機肥料の働きの学習にもつながるので、実証事業
として、予算措置や設置後の管理方法等についても協議、検討してまいりたいと考えております。

問 　村職員による定期的なゴミ拾いの実施はしていますか。実際にゴミを拾ってみると、そこから新た
な気づきも出てきて、より身近に住民に呼びかけることもできるようになると思いますが。

答 春から秋にかけて「環境美化デー」を設け、ゴミ拾い等の清掃活動を行っており、活動を通しての気
づきや課題をSDGs目標達成に向けた取組みへと反映させ、村民へ周知啓発を図ってまいります。

問 玉川村は、ゴミの排出量を減らすために、何か具体的に取り組まれていることはありますか。
答 10％削減を掲げ、生ゴミ処理機の購入費補助を行い、家庭から出るゴミの減量化を目指しています。

問 村民全体の健康を守るという観点から、すべての人に予防接種の補助金を出す考えはありますか。
答 すべての村民に対する任意接種費用の助成は、現時点において対象者を拡大して実施する予定はあ

りませんが、今後も国や県、近隣市町村の動向を注視し、情報の収集と提供を図ってまいります。
問 SDGsの活動を通して健康増進ダンス「笑顔QOLダンス」を子供向け、大人向け、高齢者向けの３

種類を考えました。笑顔QOLダンス等を発信していただける機会を作っていただけないか。
答 皆さんが考案された笑顔QOLダンスに取り組むことは、高齢者の方々にとって大変有意義で大きな

活力になるものと思いますので、体験や実演できる場などを検討してまいりたいと考えております。
問 笑顔QOLダンスとクックちゃん体操を１枚のDVDやCDに書き込み、村民に配布できないか。
答 皆さんが作成した笑顔QOLダンスをまだ見たことないので、一度披露してもらい参加者の反応を見

たいと思います。高齢者健康サロン等は平日なので、春休み等の長期休業の際に是非お願いしたい。

問 　「玉川村から有名なスポーツ選手を！！」をキャッチフレーズに玉川村から有名な選手が育つよう
な村づくりができればいいと思います。スポーツをできる施設は多くありますが、無料開放したり
より多くの人に利用してもらえるような、ＰＲ活動を積極的にしてみてはいかがでしょうか。

答 キャッチフレーズの村づくりは、とてもユニークな発想だと感じました。今後有名スポーツ選手が
輩出されれば、大変嬉しいことだと思います。多くの方に村スポーツ施設を利用して頂けるよう、
施設利用者アンケートや他自治体の先進的事例等も参考としながら、安心して利用できる環境整備
や施設運営を行ってまいりたいと考えております。

問 　中学校部活動の地域移行が進められていますが、玉川村にクラブチームを作る考えはありますか。
答 玉川村には既に地域の方々が中心になって活動している、スポーツ団体、クラブチームが多数あり

ます。従って、改めて村が主体となってクラブチームを作る予定は今のところありません。

【感想】 僕は、議員として中学生みらい議会に参加しました。１番最初に質問したりするのはプレッシャー
が大きかったです。でも無事に質問することができてよかったです。来年も参加すると思うのでま
た質問したいです。

【感想】 私は、議員として玉川村を良くしようと思い質問などをしました。初めての体験でとても緊張し、改
めて人前で発表することの難しさを知ることができました。とても貴重な体験でした。ありがとう
ございました。

【感想】  私は、今回議員として中学生みらい議会に参加しました。答弁をいていただいたことをすぐにメモす
る力が自分に不足していると感じました。これからも必要な力だと思うのでしっかりと身に付けて
いきたいです。
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情報ネットワーク（携帯電話）について

玉川村の防災について

「乙な駅たまかわ」の活用の方法について

問 　周りの人から携帯電話がつながりにくいという話をききます。学校のWi-Fiの状況もよくありませ
ん。各携帯電話会社が設置しているアンテナの状況について、村としては把握していますか。

答 詳細な設置場所については公表されていないため、すべては把握していません。
問 　公共施設や教育施設などに、より性能の高いWi-Fi中継器の設置を検討していただけませんか。
答 学校の通信環境については、調査予算を計上し、結果を踏まえ必要な対応を検討してまいります。
問 　Wi-Fi環境がない家庭では、タブレットを持ち帰って使用できない生徒もいると思います。村として

は何か対策を考えていませんか。
答 AIドリルにつきましてはWi-Fi環境がある学校でダウンロードを行うことでWi-Fi環境がない場所で

も利用できることから、この機能を活用して自宅での学習に役立ててほしいと考えています。

問 「防災マップ」の果たす役割や、減災に向けた対策等について、社会科の授業で学習しました。村で
は、村民による防災マップを活用した避難訓練等は行われていますか。

答 従前は防災訓練を実施していましたが、近年はコロナの影響等もあり、避難訓練は行えていません。
問 　減災について玉川村では、具体的にどこに、どのような対策ができているのでしょうか。
答 河川において流れを良くするため、また、ため池においては、大雨時に多くの水を貯めるために、

それぞれ堆積している土砂等を取り除く事業を実施しています。
問 より村民に分かりやすい防災放送やパンフレットを作って全家庭に知らせるといいと思いますが。
答 防災放送については、玉川村防災アプリ等も活用し、情報共有や周知を行ってまいります。パンフ

レットの配布については、全戸配布と、広報紙やHP、ＳＮＳでも、お知らせしたいと考えています。
問 担当者から、村内の小・中学校でお話をしていただく機会などがあるといいと思いますが。
答 県と連携し、各学校で防災出前講座などを開催できるよう検討していきます。

問 「乙な駅たまかわ」は、村を代表する観光スポットになっていくと思います。クラフトビール製造見
学の他にオリジナルシールの瓶作り体験などの参加型を取り入れることができると村のＰＲにもつ
ながり、それにより、多くの人が集まり、リピーターも増えると思いますが、そのような考えはあ
りますか。

答 体験する要素を取り入れることは、新たな付加価値を創出できるものと考えています。ご提案いた
だいた内容を踏まえ、運営事業者と連携し実施できるよう検討します。

問 　ワークショップができるスペースがあるといいと思います。村の間伐材、植物を利用した作品作り
など、素材とアイディアを生かした活動を取り入れることでSDGsにもつながると思いますが。

答 本村でしか体験できないものには大きな価値があり、PRにもつながるものと考えております。
問 　ワークショップを開く際の講師は、地域の人材を活用するという考えはありますか。また、子ども

から高齢者まで楽しめるワークショップがあるとさらに良いと思いますが。
答 村民の皆さんからご提案いただき、それをもとに開催するよう考えていきます。

【感想】 私は、初めての議員として出ました。みんなが見ている中とても緊張しました。けど村長さんに自分
の意見を伝えることができて良かったです。でも、読むのが早くなってしまったので来年はゆっく
り読みたいです。

【感想】 私は、議員として防災・減災について議会で発表しました。その際はとても緊張しましたが、議員は
玉川村を良くしていくために様々なことを提案する大切な仕事だと学びました。来年も行う機会が
あれば参加したいです。

【感想】 私は、みらい議会に議員として参加しました。発表の時は緊張していつものように文が読めなくて
焦りましたが、自分の意見により村が良くなると思うととてもうれしかったです。とても良い経験
になりました。
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子育て支援について

地域（地区）の人と触れ合えるイベントについて

空き家等のスペースの利用について

問 隣接する矢吹町には、無料で利用できる屋内遊技場「未来くるやぶき」があります。このような施
設があれば、天候に関係なく遊ぶことができ、また同世代の子どもや保護者同士のつながりができ
て、安心して子育てができると思いますが、屋内遊技場などを作る予定はありますか。

答 本村では、福島空港内に「わくわくらんどたまかわ」を整備し、年中無休で運営しています。その
他、すがまプラザや多目的屋内施設のクックドームたまかわ、アーバンスポーツたまかわやたまか
わ文化体育館を始めとした各種体育施設もあり、新たに作る予定は現時点でありません。

問 各地区にある公園に、きれいなベンチや遊具などを設置することはできませんか。
答 たまかわクックの森周囲にある「こどもの駅」には小さなお子さんも安心して遊ぶことができる遊

具や、家族が憩えるベンチなどを整備しています。各地区公園へのベンチや遊具の設置は各行政区
長などの意見もお聞きしながら検討してまいりたいと考えております。

問    遊具やベンチの設置には、SDGsと豊かな自然の利用を踏まえ、村の間伐材の利用や村の人たちが考
えたアートを取り入れてはどうでしょうか。

答 SDGsの取り組み、また村民参加の村づくりという非常に良い考えだと思いますので、できる限り前
向きに進めてまいりたいと思います。

問 盆踊りや餅つき大会などは地区の繋がりとなって、災害時に助け合うことができる、安心安全な村
作りになると思います。各地区での行事などの把握、また推奨はしているでしょうか。

答 地域コミュニティの維持に向けて集落支援員2名を配置し、地域コミュニティ組織の相談等を受け
ています。加えて各地区から案内いただいた事業へ、村長が可能な限り参加し内容を承知していま
す。村では「玉川村地域交流活性化事業補助金」を交付し、支援しています。

問 地区間の繋がりが薄れている中、災害が発生した際に高齢者などの救助方法、連絡方法など、安心
して日常生活を過ごせるような対策を村として何か考えていますか。

答 介護が必要な方や、日常生活に支障があって支援が必要な方を、要援護者としていて把握しています。避難
する際、個別にどのような支援が必要か、策定中の個別避難計画に基づいて支援してまいります。

問 　高齢者や空き家も増加していると思います。空き家の利活用は、どのように考えていますか。
答 移住希望者の受け皿作り、暮らし体験住宅、サテライトオフィス、アートコミュニティスペースな

ど様々な活用を図り、今年度は「プレステイたまかわ実証事業」も行っています。
問 　空き家を利用して高齢者が集まり、リサイクル製品を作れるような場を村が提供することで、SDG

ｓの面から社会との関わりやコミュニティができ、生きがいにもつながっていくと思いますが。
答 高齢者の居場所づくりは、地域社会との関わりを深め健康や活力維持にも大変重要です。空き家を

上手に利用する１つのアイディアとして、実施へ向けて検討したいと考えます。
問 　空き家のリフォームには多くの費用がかかると思いますが、補助はどれくらいありますか。
答 「令和6年度空き家改修等支援事業」を創設し、個人向けに経費2分の１以内かつ最大150万円を補

助しています。

【感想】 僕は、今回のみらい議会では議員として参加しました。だんだん自分の番が近づくにつれ、心臓がバ
クバクしてとても緊張しました。めったにできない経験をすることができました。貴重な機会あり
がとうございました。

【感想】 私は今回、議員として議会に参加させていただきました。今回は質問時間が1人7分と短い時間でし
たが、とても緊張感がありました。また、村長さんが質問に真剣に答えてくださったので新たな発
見がありました。

【感想】  私は、今回みらい議会に議員として発言をした時、村長は私の質問に対して丁寧に答弁をしてくだ
さいました。なので、玉川村やSDGsについて深く考えることができ、良い経験になりました。
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再生可能エネルギーの導入と利用促進について

玉川中学校校門坂の街灯と校庭の外灯、
校門坂の木の整備について

子ども食堂と玉川村の特産品について

問 　福島県は昨年、再生可能エネルギー導入量が150億2900万kwとなり、電力消費量に対して102.9%
と初めて100%を超えたことを発表しました。玉川村の太陽光発電やバイオマス発電はどのくらい
進んでいますか。

答 令和6年3月末現在、太陽光発電は、発電出力10kw以上の産業用発電設備が84件、10kw未満の家庭
用発電設備が122件で、バイオマス発電については設置されておりません。

問 　目標値などを設定して取り組んでいますか。また、地域と共生する再生エネルギーの実現に向け、
現在、どのような対策や支援を行っていますか。

答 令和3年3月策定「玉川村地域まるごと省エネ計画」で温室効果ガス総排出量削減目標を令和12年度
までに、基準年度である平成25年度比較で45％削減することと定め取り組んでいます。また、住宅
用太陽光発電システム設置費用に対し、令和6年度は10月末までに5件の補助金を交付しました。

問 　夕方の部活動終了後、グラウンドが真っ暗の中で後片付けをしているときも危険な時があります。
中学校の活動の安心安全を確保するため、グラウンドに外灯をつけてほしいと思いますが。

答 冬季間は日没も早く、部活動終了時には暗く危険が伴うので、皆さんの安全確保に向けて設置等を
検討してまいりたいと考えております。

問 　校門坂はとても狭いうえに木が生い茂っていて暗いです。雨や風、冬は日陰のため氷がなかなか解
けず危険です。明るくすがすがしい気持ちでみんなが安全に登下校できるよう整備が必要では。

答 立ち木の中には旧泉中学校建設時に生徒が記念に植えた桜の木もありますので残せる木は残しなが
ら、安全に通学ができるよう、今後もしっかりと管理してまいりたいと考えております。

問 　校門坂の街灯の設置は、生徒や保護者、来校者や地域の方々が安心安全に通行するのに必要では。
答 5基の防犯灯を設置しているが、支障木の伐採と合わせ、照明器具のLED化を協議してまいります。

問 　玉川村には野菜栽培農家の方が多く、地元の食材を使えたり、大人との触れ合いやコミュニケー
ションを身に付けたり、心の拠り所になる子ども食堂をつくる考えはありますか。

答 現在、民間団体による「クックキッチンたまかわ」が、すがまプラザ内に開設されています。地元
食材の活用やフードロス問題解消、子どもの居場所づくりなどを考えれば必要と思いますので、ど
のような支援ができるか調査研究していきます。

問 　玉川村の特産品のさるなしやブルーベリー、トマトなどを使った玉川村ならではのコラボ商品を人
気のある企業と提携して開発することで、若者にも人気の商品になり、活性化に繋がると思うが、
コラボ商品をつくる考えはありますか。

答 本村ではさるなしドリンクやブルーベリージャム、トマトジュースなどを㈱こぶしの里などで開
発、販売しているが、有名企業などとのコラボ商品を開発することも有効な手段と考える。SNS等
のツールも有効活用し、新たな特産品を開発するなどして、検討していきます。

【感想】 僕は、みらい議会では議員で参加しました。議長や村長、多くの議員の方の前で発表してとても緊張
しました。自分の意見で玉川村が新しくより良い村になってほしいと思いました。

【感想】 議会は初めてということもあり、とても緊張しましたが、今まで練習した成果を発揮し大きな声で
堂々と発表することができました。あまりできない経験だったので、緊張もあったけど楽しくでき
てよかったです。

【感想】 私は、議員として参加しました。最初は苦戦する場面が多くありましたが本番では練習してきたこ
とが上手にできて良かったです。もう少し質問等もしたかったですが自分にプラスになる貴重で有
意義な経験でした。
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吉田煌陽 さん
　私は、初めて傍聴人としてみらい議
会に参加しました。議員や村長さんな
どが玉川村が住みやすくなるための話
し合いを見て、私たちも玉川村の活動
に協力していきたいと思いました。

桑原　蛍 さん
　私は、傍聴人でしたがとてもいい体
験だったなと思いました。議員役の人
達も、大きな声を出していてすごいと
思いました。私の友達が議員だったの
ですが、声が大きくはきはきしていて
分かりやすいと思いました。

小針千陽 さん
　私はみらい議会で傍聴人をしまし
た。生で初めて見る議会は凄く記憶に
残るものでした。傍聴人の私すら緊張
したのに議員の人はもの凄く緊張した
と思うので、凄いと思いました。これ
からも村が良くなるといいです。

小林理愛 さん
　私は今回の中学生みらい議会で傍聴
人でしたが、たくさんのことを学びま
した。それは意見を持つことの大切さ
です。意見をただ持つだけではなく、
それを言って村をもっと良くしていく
ことが大切だと思いました。

神山星雫 さん
　私は中学生みらい議会で、玉川村に
ついて深く考えることができたと思い
ます。議員の人達の話で、知らなかっ
たことや村がより良くなる意見を聞く
ことができ、私も玉川村をより良くし
たいと思うことができました。

関根真唯 さん
　私は、傍聴人としてみらい議会に参
加しました。議員の人が質問している
姿を見てすごいなと感じました。傍聴
人全員が集中して聞けていて良かった
と思います。SDGs で学んできたこと
を伝えることもできました。

吉田翔空 さん
　みらい議会を傍聴していて思った事
は、一人一人がみらいのために意見を
出し合っていたり、その意見を今後ど
のように取り入れていくかを皆が真剣
に考えていてすごいなと思いました。

車田綾香 さん
　中学生みらい議会について、私は良
い体験ができたと思っています。村長
さん方のお話もとても分かりやすかっ
たですし、このような議会が玉川村で
行われていることを知り、胸が高鳴り
ました。ありがとうございました。

友達からひとこと
傍聴人生徒８名からのコメント

中
学
生
み
ら
い
議
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た
ま
か
わ

議
会
だ
よ
り

あ
と
が
き

中
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

学
校
の
ご
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
重

ね
る
事
３
回
目
を
迎
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

ま
た
、
初
の
試
み
と
し
て
、
十
一

月
に
は
中
学
生
に
よ
る
み
ら
い
議
会

を
開
催
す
る
事
が
で
き
、
通
常
議
会

同
様
に
一
般
質
問
に
於
い
て
、
生
徒

の
皆
さ
ん
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
今
後
更

に
、
開
か
れ
た
議
会
活
動
に
活
か
し

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
久
間

福
男
）

Vol.３Vo
玉中生とのワークショップ

広報委員
と

大越翔夢　石井敬也　小林蓮旺　小林圭吾
　小山田陸聖　塩澤一翔　塩澤和紀　
添田桜我　仁井田遥斗　塩澤柊玖　
宗形晴　渡邊匠実　吉田星哉　

多くの生徒さんからの意見は他町村にはない魅力
として、空港がありアクセスが良い、自然が豊か
で特産品などが作られている。運動ができる場所
（文化体育館、すがまプラザ、グラウンド、クック
ドーム）など多くある事があげられました。

このような意見も！
夏祭りで花火が見れる。野菜がおいしい。
子供から高齢者まで運動ができ健康になれる。
yodgeや乙な駅がありカフェや体験ができる。

皆の意見で魅力あるたまかわを作ろう！

・自然を生かしたイベント開催　　
・特産品のPRを増やし知名度をあげる
・道路（通学路）の整備をする　
・道路脇・通学路のゴミを無くす　
・もっと遊べる施設を増やす
・宿泊施設があればたくさん人が来る　
・修学旅行で台湾へ行けるとよい
今回ワークショップに参加した生徒（敬称略）

最後に、みんなで　3・2・1　はい・OK～!!

ズバリ！玉川村の魅力はどんなところ？

もっと！魅力ある玉川村にするには・・・

24令和７年１月23日発行
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な

多多

でででで

たまかわの魅力ままままたまたまたまたま わわわわののののままままかわかわかわかわ 力力力力の魅の魅の魅の魅力力力力

な意意見も見も！！な意意見もも！

空港がある

自然豊か

特産さるなし

すがまプラザ

運動できる場所が多い

空
港
の
利
活
用
便
数
を
増
や
し
、

い
ろ
ん
な
場
所
へ
行
け
る
様
に
す
る
！




